
令和７年度第１２回選挙管理委員会会議 次第 

 

 日時  令和７年１２月１日（月） 

     午前１０時００分から 

 場所  袖ケ浦市役所 

 北庁舎３階会議室３－３ 

 

１ 挨 拶 

 

２ 議事日程 

  日程第１ 会議録署名人の指名について 

  日程第２ 議件 

   議案第１号 選挙人名簿への登録者及び選挙人名簿からの抹消者 

並びに選挙人名簿登録者数の確定について 

   議案第２号 在外選挙人名簿から抹消することについて 

   議案第３号 袖ケ浦市議会議員及び袖ケ浦市長の選挙における選挙 

運動の公費負担に関する規程の一部を改正する告示の 

制定について 

   議案第４号 袖ケ浦市選挙管理委員会が管理する選挙の実費弁償の 

最高額及び報酬の最高額を定める規程の一部を改正す 

る告示の制定について 

   議案第５号 政治活動のために使用する立札及び看板の類に表示す 

る証票の有効期限を定めることについて 

  日程第３ その他 

 

３ その他 

 

 

 



議案第１号 

   選挙人名簿への登録者及び選挙人名簿からの抹消者並びに 

   選挙人名簿登録者数の確定について 

 公職選挙法（昭和２５年法律第１００号）第２２条第１項及び第２８条の

規定による選挙人名簿への登録者及び選挙人名簿からの抹消者並びに選挙

人名簿登録者数を次のとおり確定する。 

  令和７年１２月１日提出 

       袖ケ浦市選挙管理委員会委員長  岡田 康正 

 

 選挙人名簿への登録者及び選挙人名簿からの抹消者並びに選挙人名簿 

登録者数 

 別紙のとおり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



議案第２号 

   在外選挙人名簿から抹消することについて 

 公職選挙法（昭和２５年法律第１００号）第３０条の１１第２号により、

在外選挙人名簿から抹消する者を次のとおり定める。 

  令和７年１２月１日提出 

       袖ケ浦市選挙管理委員会委員長  岡田 康正 

 

抹消年月日 最終住所又は本籍 氏 名 生年月日 備考 

令和７年 

１２月１日 
省略 

住民票作成 

令和７年 

６月２７日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

別途配布 

会議後回収 



議案第３号 

   袖ケ浦市議会議員及び袖ケ浦市長の選挙における選挙運動の 

公費負担に関する規程の一部を改正する告示の制定について 

 袖ケ浦市議会議員及び袖ケ浦市長の選挙における選挙運動の公費負担に

関する規程の一部を改正する告示を別紙のように制定する。 

令和７年１２月１日提出 

袖ケ浦市選挙管理委員会委員長  岡 田  康 正 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

提案理由 

 袖ケ浦市議会議員及び袖ケ浦市長の選挙における選挙運動の公費負担に

関する条例の一部を改正する条例の制定について、令和７年第４回袖ケ浦市 

議会に上程されており、条例の一部改正に合わせ、関係する規程の一部を改

正しようとするものである。 



袖ケ浦市議会議員及び袖ケ浦市長の選挙における選挙運動の公費負担に関する規

程の一部を改正する告示を次のように定める。 

令和  年  月  日 

袖ケ浦市選挙管理委員会委員長  岡 田  康 正 

袖ケ浦市選挙管理委員会告示第  号 

袖ケ浦市議会議員及び袖ケ浦市長の選挙における選挙運動の公費負担 

に関する規程の一部を改正する告示 

袖ケ浦市議会議員及び袖ケ浦市長の選挙における選挙運動の公費負担に関する規

程（平成６年選挙管理委員会告示第１０号）の一部を次のように改正する。 

様式第１３号備考第４項第２号中「７円７３銭」を「８円３８銭」に改める。 

様式第１４号及び様式第１５号中「５４１円３１銭」を「５８６円８８銭」に改め

る。 

附 則 

この告示は、公示の日から施行する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



議案第４号 

   袖ケ浦市選挙管理委員会が管理する選挙の実費弁償の最高額 

及び報酬の最高額を定める規程の一部を改正する告示の制定 

について 

袖ケ浦市選挙管理委員会が管理する選挙の実費弁償の最高額及び報酬の

最高額を定める規程の一部を改正する告示を別紙のように制定する。 

令和７年１２月１日提出 

袖ケ浦市選挙管理委員会委員長  岡 田  康 正 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

提案理由 

 公職選挙法施行令の一部が改正され、選挙運動従事者に対する実費弁償及

び報酬、労務者に対する実費弁償の限度額が引き上げられたことから、袖ケ

浦市の選挙における選挙運動従事者等の実費弁償及び報酬の限度額を引き

上げるため規程の一部を改正しようとするものである。 

 

 



 袖ケ浦市選挙管理委員会が管理する選挙の実費弁償の最高額及び報酬の

最高額を定める規程の一部を改正する告示を次のように定める。 

  令和７年  月  日 

袖ケ浦市選挙管理委員会委員長  岡 田  康 正   

袖ケ浦市選挙管理員会告示第  号 

袖ケ浦市選挙管理委員会が管理する選挙の実費弁償の最高額 

及び報酬の最高額を定める規程の一部を改正する告示 

袖ケ浦市選挙管理委員会が管理する選挙の実費弁償の最高額及び報酬の

最高額を定める規程（平成６年選挙管理委員会告示第８号）の一部を次の

ように改正する。 

第２条第５号中「５００円」を「１，０００円」に改め、同号を同条第７

号とし、同条第４号中「１，０００円」を「１，５００円」に、「３，００

０円」を「４，５００円」に改め、同号を同条第６号とし、同条第３号中「１

２，０００円」を「２３，０００円」に改め、同号を同条第５号とし、同条

中第２号を第４号とし、第１号の次に次の２号を加える。 

(2) 船賃 水路旅行について、路程に応じ旅客運賃等により算出した実

費額 

(3) 航空賃 航空旅行について、路程に応じ旅客運賃等により算出した

実費額 

第３条中「１０，０００円」を「１５，０００円」に、「１５，０００円」

を「２０，０００円」に改める。  

第５条第１号中「鉄道賃」の次に「、船賃、航空賃」を加え、「及び第２

号」を「から第４号まで」に改め、同条第２号中「１０，０００円」を「２

０，０００円」に改める。 

附 則 

この告示は、公示の日から施行する。 

 

 



議案第５号 

   政治活動のために使用する立札及び看板の類に表示する 

証票の有効期限を定めることについて 

 公職選挙法（昭和２５年法律第１００号）第１４３条第１７項で規定する

政治活動のために使用する立札及び看板の類の表示に用いる証票の有効期

限が令和７年１２月３１日に到来するため、政治活動に使用する事務所に係

る立札及び看板の類の表示に関する規程（昭和５６年選管訓令甲第２号）第

１条第２項の規定により、次のとおり定める。 

  令和７年１２月１日提出 

       袖ケ浦市選挙管理委員会委員長  岡田 康正 

 

 

有効期限 令和１１年１２月３１日 

 


